
平成 28 年度 愛知県医師会交響楽団総会議事録 
 
日時：平成 29 年 4 月 8 日(土) 午後 4 時～ 
場所：名古屋市医師会館 6 階講堂 
司会：榊原敏文(運営委員) 
 
1. はじめに（宇野）（の都合で最後挨拶） 
 
2. 報告事項 

 
① 平成 28 年度演奏活動実績―資料に基づき説明（小畑） 

平成 28 年 7 月 10 日（日）第 2 回サマーコンサート 
平成 28 年 10 月 5 日（水）名古屋医療センター・ホスピス緩和ケア週間の依頼演奏 
平成 28 年 10 月 22 日（土）十四大都市医師会連絡協議会・懇親会での依頼演奏 
平成 28 年 12 月 11 日（日）日本医師会主催 第 3 回医師たちによる 
平成 28 年 12 月 13 日（火）：医療法人三九会 三九郎病院 
平成 28 年 12 月 19 日（月）：厚生連 足助病院 
平成 29 年 2 月 19 日（日）第 35 回定期演奏会 

 
② 29 年度演奏活動予定―資料に基づき説明（小畑） 

平成 29 年 7 月 9 日（日）愛知県医師会設立 70 周年記念特別演奏会 
 平成 29 年 7 月 22 日（土）日本医師会主催  

第 13 回男女共同参画フォーラム懇親会での依頼演奏 
平成 30 年 3 月 4 日（日）第 36 回定期演奏会 

 
③ 人事担当：（榊原） 

総団員数 91 名，休団中５名 

新入団員３名（ホルン川村、フルート渡辺、２nd ヴァイオリン清永） 

退団者２名（フルート加藤，2nd ヴァイオリン山田） 

団員のうち愛知県医師会員は１６名（１７％） 

名簿を作成したので今後の連絡に使って欲しい． 
 連絡先はメールアドレスのみとした． 
 情報の漏洩には気をつけて欲しい． 
 

④ 財務担当（高木）： 
資料に基づき 28 年度決算書（概要）・29 年度予算書（概要）について報告 



 共に大きな赤字となっている．経費節減が必要である． 
     平成 29 年度より団費を徴収する．決算も予算も 40 万くらいの赤字なので、このままで

は団費を値上げしなければいけなくなることもありうる． 

支出を抑えるか収入を増やすしかないので、団員の皆さんも楽器運搬とか練習会場代を

できるだけ抑えるとか、チケットを追加して買っていただくとかプログラム広告の依頼に協

力していただくなど、皆さんで協力してもらいたい 

団費やチケット代に関しては振込先が異なるので注意すること、振込の控えの提出は不要、

振込の時に振込人名は個人名のみでパート名は不要 

 
⑤ 団費について（小畑） 

納入対象者：正団員。ご夫婦団員はお二人の正団員とみなす． 
金額は一人 10,000 円，学生は 5,000 円，大学院生は 10,000 円． 

      なお団の財政状況によっては金額の変更があり得る． 
毎年4月1日から30日までに振り込むものとする．振込手数料は各団員負担とする． 
休団者：団員資格を有するので、団費を納入すること。 
年度途中の入団者：10 月以降の入団者は半額とする。 
年度途中の退団者：返金しない。 
一旦収めた団費はいかなる理由があっても返金しない。 
団費免除希望者は、その旨運営委員会に申し出ることとし、審議する。 
理由なく団費を 4 月 30 日までに納入しない場合、運営委員会で審議し、その団員の

団員資格を取り消すことができる。 
 

⑥ ゆうちょ銀行口座について（齊藤） 
 団費納入のための口座を開設した．ホームページを参照 
 

⑦ ホームページについて(小畑) 
 ホルン茜部が作成中，近日スタートする．完成しなくても工事中で起動をする． 

 
３．定期演奏会団員アンケート説明（小畑） 
   集計資料の基づき説明 
 
４．第九について（安藤） 
    
   チラシ・チケット配布、チケット代の振込先 
    近日中にチケット・チラシを配布する 
    チケット一枚一枚に番号を付け管理して今後の集客データとしたい．チケット担当を決



めて欲しい 
 

広告協賛のお願い（高木） 
 定演同様，趣意書を用意するので，協賛広告を集めて欲しい．期限は 4 月 28 日 

 
５．各委員会より 
 

運営委員会(小畑) 
 現在のオケの財政を理解し，経費削減に協力して欲しい． 
 医師会オケの存在・活動意義を踏まえた活動を行いたい． 

 
   企画委員会 
    仕事内容を細分化したが十分機能していないので改めて確認したい 
    合唱練習担当（安藤，佐藤，白石）がオケの練習に出れないので，協力して欲しい 
 
   技術委員会（樋口） 
    今回の定演における選曲理由の説明が不十分であったことを反省する． 
    今後も技術向上を目指し，ある程度はチャレンジングな曲も入れて選曲していきたい． 
    調性を考慮した選曲をして欲しいとの意見に対し，可能な範囲で考慮すると回答した． 
 
                                     文責 宮本 
 


